様式第１　　　　　　　　　　　　　　　　

平成　　年　　 月　　 日
（あて先）川　崎　市　長
申請者　団 体 名

代表者名                               eq \o\ac(◯,印)
住　　所　〒　　　　　

電話
FAX
平成　　年度　川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金申請書

上記補助金の交付について､川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金交付要綱第８条の規定に基づき､下記のとおり申請します。
記
１　補 助 事 業 の 区 分      要綱第４条　第　　号に係る事業

２　補 助 事 業 の 名 称
３　補 助 事 業 の 内 容      別紙資料のとおり

４　補助事業に要する経費      金　　　　　　　　　　　円
５　補助対象となる経費      金　　　　　　　　　　　円

６　補 助 金 交 付申請額      金　　　　　　　　　　　円
７　補助事業の経費の配分      別紙１　経費明細書のとおり
８　補助事業完了予定期日　　  平成　　  年 　　月 　　日

※この申請書に記載した事項については､原則として公表の対象となります。 

様式第１（別紙１）
経費明細書
（単位　円）
	経費区分
	金　額
	積　算　根　拠

（主な経費例）

	謝金
	
	
	

	
	専門家謝金
	
	（例　専門家謝金）

	
	
	
	

	旅費


	
	専門家旅費
	
	（例　専門家旅費）

	
	
	
	

	事務費
	
	
	

	［事前打ち合わせ等に係る経費］
	使用料・賃借料
	
	（例　会議室使用料等）

	
	資料作成費
	
	（例　会議用レジメ複写費）

	
	雑役務費
	
	（例　事務処理に係るアルバイト代）

	
	
	
	

	活性化事業経費
	
	
	

	［イベント開催自体に係る経費］

	広報費
	
	（例　ポスター・広告等印刷費、新聞折込み料等）

	
	イベント費
	
	（例　出演者・協力者・団体への謝金、景品等、催し物に係る経費等）

	
	使用料・賃借料
	
	（例　会場使用料、音響設備・放送機材、舞台設備等のレンタル料等）

	
	消耗品費
	
	（例　消耗品（単価：2万円まで、消費税込））

	
	委託費
	
	（例　会場設営業務、警備業務、イベント請負業務等の委託費）

	
	雑役務費
	
	（例　事業の実施に係るアルバイト代）

	
	通信運搬費
	
	（例　配送費・郵便費用等）

	
	
	
	

	合計
	
	
	


様式第２
川崎市指令経商観第　　号

住　　所　〒

団体名
代表者名　　　　　　　　　　　　　　様

平成　　年　　月　　日付けで申請のあった川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金の交付については､川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金交付要綱第１０条の規定に基づき､次のとおり決定したので通知します。

平成　　年　　月　　日

川崎市長　阿部　孝夫

１　補助金の交付の対象となる事業及び内容並びに補助事業に要する経費の配分及び経費に対する補助金の区分は､平成　　年　　月　　日付け様式第１で申請のあった川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金申請書記載のとおりとします。

２　補助事業に要する経費､補助率及び補助金の額は､次のとおりとします。

補助対象経費

金　　　　　　　　　　　円

補　　 　助 　　　率

　　　　　　　　　　　　％

補助金交付決定額

金　　　　　　　　　　　円（千円未満切捨て）

（補助金交付決定額は、補助対象経費に補助率を乗じた金額と相違する場合があります。）

３　補助金額の確定に際しては､実績報告書にある補助対象事業経費に補助率を乗じた金額又は補助金交付決定額のどちらか低い額を補助金の交付額の上限とします。

４　事業完了後は､交付要綱第１５条の規定により､速やかに報告書を提出してください。

５　川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金交付要綱（以下「交付要綱」という。）第１２条の規定に基づき補助事業を変更又は中止しようとする場合は､市長の承認を受けなければなりません。この場合､補助事業に要する経費及び補助金の額については､別に通知します。

６　完了検査の結果､申請内容と異なる場合､補助金の交付額を変更します。

７　補助事業の終了後は速やかに実績報告書（様式第６）を提出してください。提出が遅れた場合、補助金の全部または一部が受けられなくなることがあります。

８　川崎市補助金等の交付に関する規則（平成13年川崎市規則第7号）及びこの交付要綱に違反し､その他補助事業の執行方法が不適当と市長が認めたときは､補助金の交付決定の取り消し､又は既に交付した補助金の全部又は一部の返還を命ずることがあります。

様式第３
平成　　年　　 月　　 日
（あて先）川　崎　市　長
申請者　団 体 名

代表者名                               eq \o\ac(◯,印)
住　　所　〒　　　　　

電話
FAX
平成　　年度川崎市商店街魅力アップ支援事業変更申請書

平成　　年　　月　　日付け　川崎市指令経商観　第　　号をもって交付決定通知があった補助事業について､次により変更したいので､商店街魅力アップ支援事業補助金交付要綱第１２条第1項の規定に基づき申請します。

１　事業の区分

要綱第４条　第　　号に係る事業

２　変更の理由
３　変更の内容
(1) 事業の内容

	
	変更前
	変更後

	予定事業
	
	

	予定事業

期間
	
	

	事業内容

（具体的に）
	
	


(2) 経費の配分
経費配分変更明細書（別紙１）のとおり

※この変更申請書に記載した事項については､原則として公表の対象となります。

様式第３（別紙１）
経費配分変更明細書

（単位　円）

	補助対象
	経費区分
	Ａ補助対象
	事業経費
	Ｂ補助金
	申請額
	Ａ－Ｂ　事
	業者負担分

	目
	節
	変更前
	変更後
	変更前
	変更後
	変更前
	変更後

	謝金
	
	
	
	
	
	
	

	
	専門家謝金
	
	
	
	
	
	

	
	委員等謝金
	
	
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	
	
	
	

	
	専門家旅費
	
	
	
	
	
	

	
	委員等旅費
	
	
	
	
	
	

	事務費
	
	
	
	
	
	
	

	
	使用料・賃借料
	
	
	
	
	
	

	
	資料作成費
	
	
	
	
	
	

	
	資料購入費
	
	
	
	
	
	

	
	雑役務費
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	活性化事業経費
	
	
	
	
	
	
	

	
	無体財産購入費
	
	
	
	
	
	

	
	プロバイダ契約料・使用料
	
	
	
	
	
	

	
	回線使用料
	
	
	
	
	
	

	
	通信運搬費
	
	
	
	
	
	

	
	広報費
	
	
	
	
	
	

	
	イベント費
	
	
	
	
	
	

	
	使用料・賃借料
	
	
	
	
	
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	

	
	委託費
	
	
	
	
	
	

	
	通訳料
	
	
	
	
	
	

	
	翻訳料
	
	
	
	
	
	

	
	交通費
	
	
	
	
	
	

	
	雑役務費
	
	
	
	
	
	

	
	原稿料
	
	
	
	
	
	

	
	報告書作成費
	
	
	
	
	
	

	
	印刷製本費
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


※　事業区分､目､節については､様式第１の川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金交付申請書の別紙２の経費明細書に準ずるものとし､変更を行う事業区分について記入してください。
様式第４
平成　　年　　 月　　 日
（あて先）川　崎　市　長
申請者　団 体 名

代表者名                               eq \o\ac(◯,印)
住　　所　〒　　　　　

電話
FAX
平成　　年度川崎市商店街魅力アップ支援事業中止申請書
平成　　年　　月　　日付け　川崎市指令経商観　第　　号をもって交付決定通知があった補助事業について､次により中止したいので､商店街魅力アップ支援事業補助金交付要綱第１２条第２項の規定に基づき申請します。
１　事業の区分

要綱第４条　第　　号に係る事業

２　中止の理由
※この中止申請書に記載した事項については､原則として公表の対象となります。

様式第５
平成　　年　　 月　　 日
（あて先）川　崎　市　長
申請者　団 体 名

代表者名                               eq \o\ac(◯,印)
住　　所　〒　　　　　

電話
FAX
平成　　年度川崎市商店街魅力アップ支援事業遅延等報告書
平成　　年　　月　　日付け　川崎市指令経商観第　　号をもって交付決定通知のあった補助事業について､次により遅延となったため､川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金交付要綱第１３条の規定に基づき､報告します。
１　事業の区分

要綱第４条　第　　号に係る事業

２　事 業 名

３　完了予定期限
(1)遅延前
平成　　年　　月　　日






(2)遅延後
平成　　年　　月　　日

４　遅延の内容及び原因
５　遅延に対する措置

※１　理由を立証する書類を添付してください。

※２　事業名には､交付決定通知書において補助金の交付の対象となった事業を記入してください。

※３　この遅延報告書に記載した事項については､原則として公表の対象となります。

様式第６
平成　　年　　 月　　 日
（あて先）川　崎　市　長

申請者　団 体 名

代表者名                               eq \o\ac(◯,印)
住　　所　〒　　　　　

電話
FAX
平成　　年度川崎市商店街魅力アップ支援事業の実績報告書
平成　　年　　月　　日付け　川崎市指令経商観　第　　号をもって交付決定通知があった補助事業について事業を完了いたしましたので､川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金交付要綱第１５条の規定に基づき報告します。
記
１　補助事業の実績
別紙１  補助事業実績書のとおり
２　補助事業の経費の配分

別紙２  支出明細書のとおり

※成果物､報告書又は事業実施を証する資料を併せて提出してください。

※この報告書に記載した事項については､原則として公表の対象となります。

様式第6（別紙１）

平成　　年度川崎市商店街魅力アップ支援事業　補助事業実績書
１　事業名

２　実施体制

※事業の企画・実施を実施した体制について記してください。地域住民等との連携がある場合には､連携部分がわかるように記してください。

３　事業内容

	事業項
	事業期間
	実施事業内容（具体的に）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


４　事業効果

※事業参加者数､イベント集客数､来街者増加数等､事業成果について具体的に記入してください。また､目標達成率は必ず記入してください。

	Ａ　通常時来街者数
	Ｂ　ｲﾍﾞﾝﾄ集客数
	B－Ａ　来街者増加数
	事業参加者・協力者数

	Ａ　　　　　　　名
	Ｂ　　　　　　　名
	B－Ａ　　　　　　名
	　　　　　　　　名

	その他期待される効果




様式第６（別紙２）
支出明細書
（単位　円）
	経費区分
	金　額
	積　算　根　拠

（主な経費例）

	謝金
	
	
	

	
	専門家謝金
	
	（例　専門家謝金）

	
	
	
	

	旅費


	
	専門家旅費
	
	（例　専門家旅費）

	
	
	
	

	事務費
	
	
	

	［事前打ち合わせ等に係る経費］
	使用料・賃借料
	
	（例　会議室使用料等）

	
	資料作成費
	
	（例　会議用レジメ複写費）

	
	雑役務費
	
	（例　事務処理に係るアルバイト代）

	
	
	
	

	活性化事業経費
	
	
	

	［イベント開催自体に係る経費］

	広報費
	
	（例　ポスター・広告等印刷費、新聞折込み料等）

	
	イベント費
	
	（例　出演者・協力者・団体への謝金、景品等、催し物に係る経費等）

	
	使用料・賃借料
	
	（例　会場使用料、音響設備・放送機材、舞台設備等のレンタル料等）

	
	消耗品費
	
	（例　消耗品（単価：2万円まで、消費税込））

	
	委託費
	
	（例　会場設営業務、警備業務、イベント請負業務等の委託費）

	
	雑役務費
	
	（例　事業の実施に係るアルバイト代）

	
	通信運搬費
	
	（例　配送費・郵便費用等）

	
	
	
	

	合計
	
	
	


様式第７
　　川経商観第　　　号
平成　　年　　 月　　 日
団 体 名
代表者名                              

川崎市長　阿部　孝夫
　　年度川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金の交付額確定について（通知）
平成　　年　　月　　日付けで実績報告のあった川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金の交付については､川崎市商店街魅力アップ支援事業補助交付要綱第１６条の規定に基づき､次のとおり交付額を確定したので通知します。
１　補助事業の区分

要綱第４条　第　　号に係る事業
２　交付決定額

金


円
３
　交付決定補助率




％
４　補助対象事業経費

金


円
５　確定補助率




％
６　交付確定額

金


円
７　交付確定額は補助対象事業経費に確定補助率を乗じた金額又は交付決定額のどちらか低い額とします。
８　川崎市補助金等の交付に関する規則（平成13年川崎市規則第7号）及び川崎市商店街魅力アップ支援事業補助金交付要綱に違反し､その他補助事業の執行方法が不適当と市長が認めたときは､補助金の交付決定の取り消し､又は既に交付した補助金の全部又は一部の返還を命ずることがあります。






